
Ｑ4-3 森林が成長すると水の流出はどうなりますか（森林の成長） 

 
 森林は成長するとともに葉の量や幹が増大するため、それに応じて蒸発散量が増加し、水の

流出も変化すると考えられます。 
 スギ・ヒノキの高齢林（林齢62～66年）とそれを伐採した後に植えた若齢林（林齢4～9年）の年

蒸発散量を調べました（図１）。高齢林では蒸発散量の経年的な増加傾向はみられませんでし

たが、若齢林では森林の成長にともなって蒸発散量が増加しました。また、林齢 9 年の若齢林

の蒸発散量は高齢林より多くなっています。スギやヒノキの人工林では、樹冠が閉鎖する林齢 
１５年頃までは盛んに葉の量が増えるので、蒸発散量が増大することになります。 
 オーストラリア南部マロンダ試験地では、ユーカリ林について山火事後の森林再生が水の流

出に及ぼす影響が調べられました（図２）。その結果、年水流出量は山火事後の森林の成長に

ともなって減少し林齢２５年頃に最小となりますが、その後は林齢の増加とともに緩やかに増加

します。これは、成長のおう盛な若齢林では蒸発散量が増加しますが、高齢林では樹木の数が

少なくなり蒸発散量が減少するためです。 
  このように、蒸発散量は若齢林で増大傾向を示しますが、その後は林齢が増加するとともに

減少するので、高齢林では年水流出量が増加することが期待されます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 林齢と年蒸発散量            図 2 林齢と年水流出量 （Vertessy ら、2001）  
（茨城県常陸太田試験地）                点線は９５％の信頼区間を示す。                  
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